
○岩手県岩泉町の長内川では、度重なる出水により氾濫を被っていたところ。
○出水を踏まえ、小規模河川改修事業を活用して、放流トンネル及び河積の拡大等の治水対策を推進し、平成24年度に整備が完了したところ。
○今次出水（令和5年8月13日～14日）では、治水対策が完了していたことから、外水氾濫を回避することができた。

H30浸水状況写真（菅田工区）

■整備内容 放水路等
■整備期間 平成４年度～平成24年度

令和５年台風第７号の大雨における治水対策の効果（岩手県小本川水系長内川）

今次出水と平成28年8月（台風10号）の
降雨量の比較（総雨量）

今次出水流量における放水路有無の水位比較
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横断図（新長内橋水位計地点）A-A’断面

新長内橋水位計地点に
おける実績水位と放水
路が未整備と仮定した
場合の水位を比較したと
ころ、90cmの水位低減
効果があった。

今次出水では外水氾濫
による浸水被害なし。

⾧内川放水路

長内川（分水後）新長内橋水位計
今次流量 12m3/s
放水路無しの推定流量 29.3m3/s
(現況流下能力 23m3/s)

長内川放水路
今次流量 17m3/s

小規模河川改修事業

A-A’

放水路による水位低減効果
が無い場合、氾濫開始水位
を超過している。

長内川（分水前）
今次流量 17.3m3/s


